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厚厚
生生
労労
働働
大大
臣臣
表表
彰彰
のの
受受
賞賞
をを
称称
ええ
てて

〜〜
山山
田田
榮榮
子子
ささ
んん
（（
小小
樽樽
市市
））
がが
大大
臣臣
表表
彰彰
をを
受受
賞賞
〜〜

昨
年
十
二
月
三
日
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年
度
障
害
者

自
立
更
生
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、
北
海
道
か
ら
小
樽
市
の
山

田
榮
子
さ
ん
（
八
十
一
歳
）
が
自
立
更
生
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
立
に
向
け
た
ご
尽
力
と
社
会
的
な
貢
献
に
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
お
元
気
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

山
田
榮
子
さ
ん
は
昭
和
十
八
年
頃

よ
り
視
力
が
衰
え
は
じ
め
、
学
校
入

学
前
に
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
小
樽
盲
学
校
に
進
み
、
高
等

科
の
あ
る
北
海
道
高
等
盲
学
校
理
療

科
専
攻
科
に
編
入
し
、
こ
の
間
「
あ

ん
ま
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
」
の

資
格
を
取
得
し
、
同
校
を
優
秀
な
成

績
で
卒
業
（
昭
和
三
十
四
年
）
し
ま

し
た
、
そ
の
後
、
治
療
院
を
開
業
し
、

以
来
、
現
在
ま
で
こ
の
仕
事
を
続
け

自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
に
小
樽

盲
人
協
会
（
現
在
の
小
樽
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会
）
へ
入
会
し
、
以
来
、

役
員
と
し
て
協
会
を
支
え
、
副
会
長

を
二
期
歴
任
し
た
ほ
か
北
海
道
障
害

者
相
談
員
も
歴
任
し
、
現
在
は
視
覚

協
会
の
役
員
兼
保
健
体
育
部
長
の
ほ

か
、
小
樽
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の

理
事
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
山
田
榮
子
さ
ん
は
協
会

の
活
動
に
も
意
欲
的
で
、
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
特
に
サ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
（
視
覚
障
害
者

の
卓
球
）
の
選
手
と
し
て
、
毎
年
、

北
海
道
障
害
者
卓
球
競
技
大
会
に
出

場
し
、
こ
れ
ま
で
全
国
大
会
に
も
出

場
し
た
こ
と
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー

マ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

昭
和
五
十
三
年
に
小
原
流
生
花
教
授

免
許
を
取
得
、
ま
た
、
詩
吟
は
十
段

の
腕
前
で
、
お
花
、
詩
吟
を
愛
す
る

女
性
的
な
一
面
も
持
つ
温
厚
な
方

で
、
周
り
の
多
く
の
方
々
か
ら
慕
わ

れ
て
い
ま
す
。

平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
障障
害害
保保
健健
福福
祉祉
関関
係係
予予
算算
案案

政
府
は
、昨
年
十
二
月
二
十
四
日
の
臨
時
閣
議
で
、平
成
二
十
三
年
度
予

算
案
を
決
定
し
た
。社
会
保
障
費
の
自
然
増
も
あ
り
一
般
会
計
の
総
額
は

九
二
兆
四
一
一
六
億
円（
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
一
一
二
四

億
円
増
）と
過
去
最
大
と
な
っ
た
。こ
の
う
ち
社
会
保
障
関
係
費
は
二
八
兆

七
〇
七
九
億
円（
一
兆
四
三
九
三
億
円（
五
・
三
％
）増
）と
な
り
、政
策
的
経

費
に
当
た
る
一
般
歳
出（
五
四
兆
七
八
〇
億
円
）に
占
め
る
割
合
が
五
三
・

一
％
と
、二
年
連
続
、そ
の
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
た
。な
お
、平
成
二
十

三
年
度
障
害
保
健
福
祉
関
係
予
算
案
に
つ
い
て
は
、全
体
で
一
兆
一
八
一

五
億
円
と
、対
前
年
度
比
六
一
三
億
円
増（
五
・
五
％
増
）と
な
っ
た
。障
害

福
祉
関
係
予
算
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
主
な
内
容
】

一

障
害
者
の
地
域
移
行
・
地
域
生

活
支
援
の
た
め
の
緊
急
体
制
整
備

事
業
（
特
別
枠
一
〇
〇
億
円
）

障
害
が
あ
っ
て
も
自
ら
選
ん
だ

地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

施
設
や
病
院
か
ら
地
域
移
行
や
地

域
生
活
の
支
援
を
充
実
す
る
た

め
、
次
の
事
業
を
緊
急
的
か
つ
総

合
的
に
行
う
。

①

地
域
移
行
の
た
め
の
安
心
生

活
支
援
（
一
〇
億
円
・
新
規
）

市
町
村
で
障
害
者
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
地
域
支
援

策
を
盛
り
込
ん
だ
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
夜
間
も
含
め
た
緊
急
対
応
や

緊
急
一
時
的
な
宿
泊
等
の
事
業
を

面
的
に
一
体
的
に
行
う
体
制
を
整

備
す
る
な
ど
。

②

精
神
障
害
者
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
訪
問
支
援
）
推
進
事
業
（
七
億

円
・
新
規
）

③

地
域
で
暮
ら
す
場
の
整
備
促
進

（
八
三
億
円
）

地
域
移
行
支
援
の
核
と
な
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
等

の
地
域
で
暮
ら
す「
住
ま
い
の
場
」

の
整
備
、
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、

就
労
移
行
支
援
等
の
「
日
中
活
動

の
場
」
の
整
備
を
推
進
す
る
。

二

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、

地
域
生
活
支
援
、
精
神
障
害
者
施

策
な
ど
の
障
害
者
支
援
の
推
進

（
一
兆
一
七
九
一
億
円
）の
主
な
も

の
①

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
六
三
四

二
億
円
）

障
害
者
等
が
地
域
で
暮
ら
す
た

め
に
必
要
な
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
就
労
移
行
支
援

等
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
計
画

的
に
確
保
す
る
。

②

地
域
生
活
支
援
事
業
（
一
部
特

別
枠
）（
四
四
五
億
円
）

特
別
枠
の
「
地
域
移
行
の
た
め

の
安
全
生
活
支
援
」
と
併
せ
て
、

地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

市
町
村
等
に
お
け
る
事
業
の
着
実

な
実
施
や
定
着
を
図
る
。
な
お
、

重
度
の
視
覚
障
害
者
の
移
動
支
援

は
、「
同
行
援
護
」
と
し
て
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
実
施

（
十
月
施
行
）

三

そ
の
他

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日
に

公
布
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法

等
の
一
部
改
正
法（
議
員
立
法
）の

う
ち
、「
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
の
政
令
で
定
め
る
日
」の
施

行
に
つ
い
て
は
、以
下
の
と
お
り
。

①

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
利
用
の
際
の
助
成

平
成
二
十

三
年
十
月
一
日
施
行
。（
利
用
者
一

人
に
つ
き
月
一
万
円
を
上
限
（
市

町
村
民
税
課
税
世
帯
を
除
く
））

②

同
行
援
護
（
重
度
視
覚
障
害
者

の
移
動
支
援
）

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日
施
行
。

③

そ
の
他
の
事
項

平
成
二
十
四

年
四
月
一
日
施
行

発行人
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

男男
女女
差差
のの
ああ
るる「「
障障
害害
等等
級級
」」のの
見見
直直
しし
方方
針針

国
の
労
働
政
策
審
議
会
は
一
月
十
七
日
、
男
女
間
で
差
を
設
け
て
い
る

労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）
の
「
障
害
等
級
」
に
つ
い
て
、
差

を
解
消
す
る
方
向
で
の
厚
生
労
働
省
の
見
直
し
方
針
を
「
妥
当
」
と
す
る

答
申
を
厚
生
労
働
大
臣
に
行
な
っ
た
。
現
在
、
省
令
改
正
の
手
続
き
が
進

め
ら
れ
て
い
る
の
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
概
要
】

業
務
上
の
事
故
で
、
頭
や
顔
、
首

と
い
っ
た
「
外
貌
（
日
常
的
に
人
目

に
付
く
部
分
、
外
見
）」
に
や
け
ど

や
傷
跡
な
ど
が
残
っ
た
場
合
、
労
災

保
険
か
ら
「
障
害
補
償
給
付
」
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、「
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
」
に
定

め
る
障
害
等
級
表
に
基
づ
い
て
障
害

認
定
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
現
行
規
定

で
は
、
障
害
が
同
じ
程
度
で
も
男
性

は
女
性
よ
り
低
く
扱
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
に
つ
い

て
、
昨
年
六
月
、「
男
女
の
障
害
等

級
に
五
等
級
の
差
を
設
け
て
い
る
こ

と
は
違
憲
」
と
す
る
京
都
地
裁
判
決

が
確
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

省
内
で
内
部
検
討
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
障
害
等
級
の
男
女
差
の
解
消
な

ど
を
内
容
と
す
る
「
労
働
基
準
法
施

行
規
則
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
案
要
綱
」
を
作
成
し
、
同
年
十
二

月
六
日
に
労
働
政
策
審
議
会
に
諮
問

し
て
い
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
回
の
答
申

を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
省
令
改
正
に

向
け
作
業
を
行
い
、
平
成
二
十
三
年

二
月
一
日
付
け
で
改
正
省
令
を
施
行

す
る
予
定
で
す
。

（
改
正
案
の
内
容
）

一

障
害
等
級
の
男
女
差
の
解
消

現
在
、
男
女
別
と
な
っ
て
い
る
障

害
等
級
に
つ
い
て
、
男
性
の
等
級
を

女
性
の
等
級
に
引
き
上
げ
る
か
た
ち

で
改
正
し
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
男

女
と
も
同
一
の
等
級
と
し
て
評
価
す
る
。

二

障
害
等
級
の
新
設

医
療
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
傷
跡

の
程
度
を
、
相
当
程
度
軽
減
で
き
る

障
害
を
、
新
設
す
る
「
第
九
級
」
と

し
て
評
価
す
る
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事

業
の
利
用
登
録
申
請
を
受
付
中

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
が
い
の
あ
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
。
北
身
協
で
は
、

こ
の
よ
う
な
方
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
移
動
等
の
支
援
を
行

う
「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣

事
業
」を
無
料
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
そ
の
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご

家
族
に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
通
院

や
買
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
者
登
録
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き

な
ど
は
北
身
協
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

受賞された山田榮子さん

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２３年２月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６８３号）（１）
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日
身
連
や
北
海
道
に
要
望
書
を
提
出

〜
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
帯
広
大
会
の
要
望
事
項
〜

�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
、
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
全
道

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
帯
広
大
会
で
審
議
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
、

十
二
月
七
日
�
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会
推
進
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
、

一
月
二
十
五
日
�
、
日
身
連
や
北
海
道
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。
要
望
先

及
び
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

■
（
社
福
）
日
本
身
体
障
害
者
団
体

連
合
会
会
長
宛

一

重
度
障
が
い
の
た
め
稼
動
で
き

な
い
障
が
い
者
に
と
っ
て
唯
一
の

収
入
源
で
あ
る
障
害
基
礎
年
金
の

額
は
、
生
活
保
護
法
の
最
低
生
活

費
を
大
き
く
下
回
り
ま
す
。
憲
法

が
規
定
し
た
健
康
で
文
化
的
な
最

低
生
活
を
保
障
す
る
た
め
、
障
害

基
礎
年
金
を
増
額
し
て
く
だ
さ
い
。

■
北
海
道
知
事
宛

一

近
年
、
様
々
な
施
策
の
お
か
げ

で
一
般
道
民
の
障
が
い
者
に
対
す

る
理
解
が
進
ん
で
き
て
は
お
り
ま

す
が
、
未
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
健
常
者
の
皆
さ
ん
に
障
が
い

の
擬
似
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
同
じ

目
線
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
理
解

の
促
進
ひ
い
て
は
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

イ
シ
ョ
ン
理
念
の
促
進
が
図
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。
道
民
が
そ
の
よ

う
な
体
験
を
す
る
機
会
を
、
も
っ

と
も
っ
と
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

二

視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
目

的
の
建
物
の
近
く
に
よ
う
や
く
た

ど
り
着
け
て
も
、
入
り
口
を
探
し

回
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
故
を
招
く

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
既
に
設
置
さ

れ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、

事
故
防
止
の
観
点
か
ら
も
、今
後
、

各
公
共
施
設
等
に
音
声
誘
導
装
置

の
設
置
を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い
。

三

身
体
障
が
い
者
で
投
票
所
に
行

く
こ
と
の
で
き
な
い
者
に
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き
に
、

在
宅
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
単
独
で
は
投
票
所
へ
行
く
こ

と
の
で
き
な
い
視
覚
障
が
い
者
に

対
し
て
も
、同
様
の
在
宅
投
票（
点

字
に
よ
る
投
票
を
含
む
。）
を
認

め
て
く
だ
さ
い
。

四

視
覚
障
が
い
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
の
数
が
不
足
し
て
お
り
、
私

的
な
用
事
や
土
・
日
曜
日
や
、
夜

間
の
外
出
に
対
応
し
て
も
ら
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
視
覚
障
が

い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
増
員
し
て
く

だ
さ
い
。

五

車
い
す
使
用
者
に
と
っ
て
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
入
り
口

の
段
差
、自
動
ド
ア
で
な
い
こ
と
、

店
内
の
狭
さ
な
ど
は
利
用
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
車
い
す
で
も

利
用
し
や
す
い
よ
う
改
善
を
指
導

し
て
く
だ
さ
い
。

六

新
し
い
手
帳
の
番
号
を
記
載
す

る
欄
が
非
常
に
小
さ
く
、
タ
ク

シ
ー
の
割
引
を
受
け
る
と
き
な

ど
、
運
転
手
か
ら
読
め
な
い
と
苦

情
を
受
け
て
い
ま
す
。
番
号
記
載

欄
を
も
っ
と
大
き
く
し
て
く
だ
さ

い
。

「地デジチューナーの無償給付等」のお知らせ
総務省地デジチューナー支援実施センターでは、現在、経済的な理由で
地上デジタル放送がまだ受信できない世帯に、地上デジタル放送簡易チュー
ナーを無償給付するなどの支援を行なっています。この支援の要件、内容、
問合せ先などは次のとおりです。

１ 市町村民税非課税世帯への支援
� 支援の要件（次の①と②の両方に該当することが必要）
① 世帯全員が市町村民税（特別区民税含む。）非課税の措置を受けて
いる世帯。

② ＮＨＫ放送受信料契約を締結する意思のある世帯。
� 支援内容（次の①と②の両方の支援を行います。）
① 簡易なチューナー１台を無償給付。
② 設置・操作方法に関する電話サポート。
� 申込受付期限 平成２３年７月２４日（日）まで（消印有効）
注 平成２３年４月１日以降の申込みは、平成２３年度予算の成立が前提です。
� 申込先・お問合せ先（総務省地デジチューナー支援実施センター）
ナビダイヤル �����������
ファックス ������������
ナビダイヤルが利用できない場合 ������������

２ ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援
� 支援の要件（次の①と②の両方に該当することが必要。）
① 次のいずれかの一に該当する世帯であること。
ア 生活保護などの公的扶助を受けている世帯。
イ 障がい者がいる世帯で、かつ、世帯全員が市町村民税非課税措
置を受けている世帯。
ウ 社会福祉施設に入所されていて、自らテレビを持ち込んでいる世帯。

② ＮＨＫ放送受信料全額免除の世帯
� 支援内容（次の①と②の両方の支援を行います。）
① 簡易なチューナー１台の無償給付と設置工事。
② アンテナ、ケーブルテレビ、共同施設の改善についても支援。
� 申込受付期限 平成２３年７月２４日（日）まで（消印有効）
注 平成２３年４月１日以降の申込みは、平成２３年度予算の成立が前提です。
� 申込先・お問合せ先（総務省地デジチューナー支援実施センター）
・ナビダイヤル �����������
・ファックス ����	

����	
・ナビダイヤルが利用できない場合 ����	
	�����
【注意】 悪徳商法にご注意ください！

この支援による簡易なチューナーの給付、アンテナ工事などに
ついて費用を請求することはありません。

要
望
事
項
と
回
答
（
一
回
）

平
成
二
十
一
年
第
五
十
八
回
全
道

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
夕
張
大
会
で

審
議
さ
れ
た
要
望
は
、
そ
の
後
、
大

会
推
進
委
員
会
で
検
討
・
整
理
し
て

六
件
の
要
望
事
項
と
し
て
関
係
機
関

へ
要
望
し
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
に

つ
い
て
は
、
第
五
十
九
回
全
道
身
障

者
帯
広
大
会
で
報
告
・
了
承
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
何

回
か
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

要
望
一

就
労
し
て
い
る
或
い
は
就

労
支
援
施
設
等
を
利
用
し
て
い
る
身

体
障
が
い
者
が
地
域
で
生
活
す
る
た

め
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
利
用

で
き
る
よ
う
な
っ
た
が
、
一
般
住
宅

の
改
修
に
よ
っ
て
独
立
し
て
生
活
で

き
る
障
が
い
者
も
い
る
。
障
が
い
が

重
い
場
合
は
改
修
費
用
の
支
援
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
営
住
宅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
を
市
町
村

に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。（
砂
川
身

障
福
祉
協
会
）

【
回
答
】
住
宅
改
修
費
用
の
助
成
は

市
町
村
事
業
で
す
が
、
道
で
は
、
市

町
村
が
設
置
す
る
「
住
宅
改
善
支
援

チ
ー
ム
」
に
対
し
、
建
築
士
や
理
学

療
法
士
な
ど
専
門
職
を
派
遣
す
る
な

ど
し
て
助
言
や
指
導
を
行
い
、
そ
の

支
援
シ
ス
テ
ム
が
市
町
村
に
定
着
す

る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
「
住

宅
改
造
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
作
成
し
、
各
市
町
村
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
団
体

に
配
布
す
る
な
ど
し
て
地
域
に
対
す

る
支
援
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

公
営
住
宅
に
関
し
て
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
方
を
導
入
し
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
を
含
め
た
全
て
の
方
々
に

使
い
や
す
い
設
計
（
整
備
目
標
は
公

営
住
宅
管
理
戸
数
全
体
の
十
％
）
を

進
め
て
い
ま
す
。（
回
答：

北
海
道
）
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（
一
月
三
十
一
日
付
け
）

さ
か

い

わ
た
る

退
職

臨
時
書
記

酒
井

渉

（
二
月
七
日
付
け
）

ひ
き

ち

と
も

こ

採
用

臨
時
書
記

引
地

朋
子

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

（２）（第６８３号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２３年２月２５日）


